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令和 7年度 自己点検•自己評価について 
 

学校法人岡学園トータルデザインアカデミーは 1946年（昭和 21年)洋裁技術の

研究所として創設者岡久子氏により開設。長野の地で今年創立 79周年を迎えま

した。 

 

当初より創立者の「技術は身体につける財産である」を基本に変化し続ける時代

の中においても常に「今」を意識し、時代の流れに即した「技術力の向上」＋人

間力＋「新たなものを産み出す創造力」に力を注いで参りました。 

 

また、本校の教育的スピリットの根幹には「未来の自分をデザインする」を基本

に『創造』、『挑戦』、『実行』、と前向きに未来を切り開く自分らしさの確立があ

ります。 

 

そのため、早くから取り組んだ産学官の連携はかなりの実績と高い評価をいただ

き学生達の現場実践として商品化も生まれています。 

（現在 233プロジェクト/2013年より現在に至る） 

 

また、29 年間、続けられている「フォーラム」は、各界で生き生きと活躍する

方々にその道の技や生き方を学生達に直接伝授、「人生のデザイン」を語って頂

く授業として創造性の幅を大きく広げるものとなっております。 

 

現在、岡学園トータルデザインアカデミーではデザインの専門学校として、ファ

ッション科（服飾）、デザインビジネス科（美術）、長野プロデュース科を有し、

『衣』（ファッション）『飾』（アート）『住』（地域デザイン）のトータルなデザ

イン学校として育成向上に努め環境も充実させております。 

 

より開かれた学びの場として、今回の学校自己評価を公開することで、学園内の

意識向上に努めるとともに企業、また社会で活躍する卒業生も含め、共に情報共

有することで新たに生まれる連動を生み出して参りたいと考えております。 
 

本書類は令和 7年度の自己点検•自己評価をまとめるものとし、ここに開示致し

ます。各項目の評価の基準についましては、令和 7年 3月文部科学省生涯学習 

政策局から示されました「専修学校における学校評価ガイドライン」に準拠し

ております。 

よって、評価も4段階評価（4適切 3ほぼ適切 2ほぼ不適切 1不適切）を採用さ

せて頂きました。 

 

 

 

令和 8年 3月 

学校法人岡学園トータルデザインアカデミー 校長 岡 正子 
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評価基準 1 教育理念・目的 

① 教育理念 

 

本校は、1946 年の創立以来、デザイン専門学校として『高い技術』と『人

間力』を育てることを目標に、79 年の歴史と伝統を作り上げてきた。 

建学の精神ともなる『身体に財産』とはまさに『想像力×技術力×人間

力』を兼ねた人として時代の変化にも対応し自分らしく生き抜いていくこ

とを意味している。 

岡学園は学生一人一人が持つ『多様な個性や可能性』を引き出すことをミ

ッションに 

１・・・実践力を高める現場教育 

２・・・人間力を育てる積極的取り組み 

３・・・多様な個性をのばす個別最適なカリキュラムの作成と対応 

を今後も進化させていく 

 

②教育方針 

 

１、現場主義 

２、人間力の向上 

３、確かな技術 

本校の教育方針は、1、「現場主義」に基づき実際に、社会で通用するデザイン

技術を身につけ 2、「人間力の向上」として、自主性と共にコミュニケーション

力が高く、自己を表現できる豊かな人間力を身につけ、3、「確かな技術」とし

て、確かな基礎技術の徹底と応用に加え、時代の変化に即した新しい技術の導入。 

 

② 年度方針  

本校の年度方針は毎年 1月～3月に次年度の運営方針・教育計画を発表し、

学園全体会 議・教務会議・講師会議等で方針の徹底を図っている。 

令和七年度は、「ひとりひとりの多様な可能性を引き出す」とし、来年創立 80

周年に向け、2年間（79年度、80年度）かけてより学園のブランド価値を高める

ための 3つの柱を立てている。 

令和七年度事業計画 

1)学生ひとりひとりのスペシャリストへの可能性を引き出す 

（教師陣の層の強化、産官学連携、コンテストへの挑戦） 

2)より開かれた学園へ“ココラボ”の完成と地域・行政・企業との交流  

3)アーカイブ制作への取り組みと卒業生との交流（映像、記念誌等）  
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評価基準 1 教育理念・ 目的 

                            
①教育理念 

②教育方針 

③年度方針 

 
 

 

 

 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか 

 

4  3  2  1 

 

2 

 

学校における職業教育の特色は明確か 

 

4  3  2  1 

 

3 

 
社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

 

学校の理念・目的・人材像・特色・将来構想 

などが学生保護者に周知されているか 

に周知されているか 

 

4  3  2  1 

 

5 

 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界ニ

ーズに向けて方向づけられているか 

 

4  3   2   1 

今後の改善方策 

・学校の理念・目的・人材像は明確に定められているので、保護者や学生に周知するため意識して言葉

に出していったり、HP、SNS などでも目立つように打ち出す 

・創立記念日を通じて、学校の理念、目的、人材像、特色を改めて学生、保護者に伝える 

課題 

・理念・目的・人材像などの周知 
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評価基準 2 学校運営 

1 学校運営の方針 

 

1)学生が満足した、学校生活を送るために、教職員は、学生の主体性や双方向

性のある対話を大切にし、個人面接や個人指導に重きを置き、一人ひとりの

個性を大切にする個別最適な教育を行うものとする。 

2)デザインを通して、地域社会に貢献できる人材を育成するため、キャリア 

教育の充実を図る。  

3)「“今を知る”そして“人生デザイン”」というコンセプトのもと、教職員

以外の外部講師の方々を積極的に招聘し（特別授業：フォーラム）、人間力

の幅と深さを身につけ、豊かな人間性のある人材の育成を図る 

 
① 事業計画ついて  

 

事業計画については、中長期ビジョン（5年）と短期ビジョン（1年）に基づ

き、各学科の年度 事業計画を決定し運営実行している。 その策定について

は、学校長を中心に教務、各学科主任が意見調整の上決定する。重要な事項は

教職員会議により決定する。 

 
② 学校組織のありかた 

  

学校の構成は、主として①学生②学校運営事務局③専任教員④講師・特別講師と

なっている。学校運営、環境づくりを行うのが「学校運営事務局」であり、学生

に対する教科指導の役割を果たすのが「専任教員」である。 

そして、学校長を中心に、専任教員が、学生の募集→教育（クラス運営）→就職

までを行う。専任教員が入口（募集）、出口（就職）に関して一連の流れを担当

することで、学生個別の成長に寄り添うことができる。 

 

③ 意志決定のプロセス 

 

学期末ごとに学生からのアンケート（学生授業アンケート）や要望に対して、

学校長がそれを咀嚼し、現場に問題点を提示すると同時に、現場からも問題点 

がフィードバックされてくるという相互プロセスの中で学校の意思決定を図

る。また、毎週行われる教職員会議により決定した内容に関しては、カリキュ
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ラム会議を通じて即実施、あるいは次学期より実践するものとする。 

 

④業務の効率化 

ネットワーク環境の効率化に伴い、校内での情報の共有化、業務の効率化を図る 

評価基準 2 学校運営 
 

①学校運営の方針 

②事業計画 

③意志決定のプロセス 

④業務の効率化 

 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 

 

4  3  2  1 

 

2 

 

運営方針に沿った事業計画が策定されているか 

 

4  3   2  1 

 

3 

 
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか有効

に機能しているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

 

人事、給与に関する規程等は整備されているか 

 

4  3  2  1 

 

5 

 
教務・財務等の組織整備など 意思決定システムは整備されているか  

 

4  3  2  1 

 

6 

 

業界や地域社会に対するコンプライアンスが整備されているか 

 

4  3  2  1 

 

7 

 

教育活動等に関する情報公開が適切にされている 

 

4  3  2  1 

 

8 

 

情報システム化等による業務の効率化が図られている 

 

4  3  2  1 

今後の改善方策 

・今年度電子化を進めたシステムの運用強化と改善 

・情報システム化も年々進んでいるが、一部効率化が図られていないところがあるので各職員にヒアリ

ングをしながらより良いシステムを構築していく 

・現在進めている学事情報システムを学内全体で共有化していく 

課題 

・DX に向けた動きは加速しているが、実務レベルではまだ向上の余地があると感じます 
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評価基準 3 教育活動 

 

 

1 学科編成における全学科を通しての共通な特徴 

 

1)各専門分野の職業に必要な基礎力をつけるために 1年目を基礎固めとし、2

年目が基礎力の応用、3年目がより高度な実践力を身につける 3年間のステッ

プとする。 

 

②各学科・コースの概要 

 

1)ファッション学科（2年制/2年制＋高度専攻科/3年制） 

・ファッションクリエーターコース 

1年次では、ミシンの縫い方から始まり、パターンの基礎、デザイン画の描

き方や素材の基礎知識を学ぶ。2年次では、応用として基礎をベースとした

パターンの応用（立体裁断）や思考の幅を広げるクリエイティブデザイン、

ファッションショーやコンテストで経験と実績をあげる。3年次(高度専攻

科)では、主体的に学びたい分野の研究課題を設定し、他分野の技術習得、ま

たコンテスト（全国ファッションデザインコンテスト）への挑戦を行う。 

3年次（3FC）では、工業パターン（CAD等）や情報リテラシー（パソコンス

キル）を高めるとともに、パタンナー職やデザイナー職に就くために長期に

渡る企業研究やインターンシップを重ね、スペシャリストとして即戦力とな

る技術を高めていく。 

 

・ファッションスタイリングコース （2年制/2年制＋高度専攻科） 

1年次では、アパレル業界で必要なファッション商品の名称やディテールと

特徴、素材との組み合わせなど、コーディネートやスタイリングに必要な基

礎知識の他 PC の基礎技術を学ぶ。2 年次では、マイショップブランドのプラ

ンニングや MD 計画（商品化計画）、店舗実習を行いスタイリング実習とし

て、写真撮影やスタイリング経験を学ぶ。またヘア・メイクの基礎知識を学

び、広くビューティー関係でも働けるためのノウハウを学ぶ。 

3年次（高度専攻科）では、WEBサイトの運営（ECサイト）を中心に、店舗

運営、経営のノウハウを学ぶ他、グラフィックデザイン力を高めることで、

ポップやチラシなどの販促ツールの制作をおこなえるようになり、総合的に

お店をプロデュースできる技術を身につける。 
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2)デザインビジネス学科（2年制/2 年制＋高度専攻科/3 年制） 

・グラフィックデザインコース 

技術の 3つの柱となる「グラフィックデザイン」、「映像制作」、「ＷＥＢ制

作」の修得を軸に 1年次は、イラストレーターやフォトショップの使用方法や

ＨＰ制作に必要なパソコン技術を学ぶ。2年次は、オリジナル冊子やパンフレ

ット、キャラクターデザインの他、映像オリジナル制作、自主サイトを立ち上

げるなど、1年次で学んだ技術を基に応用を重ねる。3年次(高度専攻科)で

は、主体的に学びたい分野の研究や得意を強めるための課題を設定する。ま

た、メンバーシップ型のインターンシップによりデザイン会社などの業界研

究を行う。3年次（3GD）では、マルチディレクターとして（Web×映像×グラ

フィック×カメラ etc)を横断的に活用できる能力を育成する他、コンテスト

（例：毎日広告デザイン賞、BUG、TDC/タイポ系、TIS/イラスト系 etc)への

挑戦、デザイナーズインターンシップを行い実際のアートディレクションを

体験的に学び即戦力となる技術や実践力を高めていく。 

・イラストデザインコース 

1年次は、造形の基礎であるデッサン・パースについて学び、モノの見方、考

え方、手を使ってモノを作っていく感覚を大切に、造形を支える基盤を身につ

けていく。その他には、2DCGや 3DCG ソフト（MAYA）の基礎を学ぶ。2年次

は、2DCGや 3DCGソフト（MAYA）の技術を応用し、ストーリー性や世界観に則

った複数のキャラ、背景、アニメーション等、業界から求められる作品を制

作。3年次(高度専攻科)では、主体的に学びたい分野の研究や得意を強めるた

めの課題を設定する。また、メンバーシップ型のインターンシップによりデ

ザイン会社などの業界研究を行う。3年次（3ID）では、“チーム制作”を軸

に、コース内や外部と連携して制作するなどプロジェクト型の授業を展開す

る他、コンテスト（例：イラ魂・GENSEKI etc)への挑戦や学ビバ！(企業内イ

ンターンシップ)との連携による長期インターンシップを行い、即戦力となる

技術や実践力を高めていく。 

3)長野プロデュース学科（2年制/2 年制＋高度専攻科） 

1年次は、グラフィックデザイン（イラストレーター/フォトショップ）や PC

基礎スキルの修得。また、探究的な学びによる地域の魅力の再発見と深堀を行

う。（VRの活用）、その他観光プランナー資格取得など。2年次では、同様に

グラフィックデザインや PC応用スキルの修得。加えて、WEB、映像 VR動画作

成などデザインのアウトプットを行う。3年次（高度専攻科）は、2年次の専

門分野（グラフィック、WEB、映像）における技術のブラッシュアップと、企

業・行政とのコラボレーションを積み重ね実践力を上げていく。 



 

12 

 

③カリキュラムについて 

 

1)入学時及び進級時に学生への周知、配布している、「就学上の注意」に

おいて、学則等及び単位認定（成績のつけ方）の基本ルールを表記する。 

 
2)講師陣への年間スケジュール、カリキュラムミーティングは前期、後期年 2

回行い、学校側の意向（企業からのニーズを含めた）と各講師陣の考えを集約

した上で最終的なカリキュラムを決定する。 

また、規定の単位に満たない講義に関しては、補講期間中に講義を補うものと

する。 

 
3)カリキュラム構成の基本的な考え方は、「企画力」「技術力」「表現力」

を養うプログラムで構成され、その基盤となるものは、現場教育＝就職を意

識したものであること。 

 

4)カリキュラムの全体構成の見直しについて  

現時点では、年 2回行われる教師・講師ミーティングで行い、各年度、期

ごとのカリキュラムを作成している。より“今”を教えることを目的にさ

らなる社会のニーズに答え、有用な人材を育成するためのプログラムとし

て、企業・団体等 連携授業＝職業実践授業も踏まえた計画を盛り込む。 

 

5)カリキュラムの評価について 

 

期末ごとに行われる授業アンケートを実施している。カリキュラム全体の

構成が、学生にとって魅力的かどうかを見直す意味でも学生全員により全

科目実施している。 アンケート項目としては、講義に関してどうであった

か問う。 

①感想と②要望の 2項目で行う。また、項目として最後に各授業について自 

由意見がかけるようになっている。 

 

6)授業満足度アンケートの活用  

学生からの感想、要望は学校長を始め、各教師・講師陣全員が目を通し、要望に

関しては、その可能な範囲において取り入れるものとする※但し、個人的な意見

やカリキュラムに直接関係のないものに関しては行わない。また、問題などが生



 

13 

 

じている場合には、その問題にいち早く対処に、再発を防止する。 

 
7)令和 7年度授業アンケート結果報告  

 

各学科ともに授業に対する満足度は全体的に高かった。特に金曜日に行われる

フォーラム（外部講師をお招きして話を聞いたり、ワークショップを行う） 

では、各科の専門性に合わせた講師や卒業生を招聘しており、学生の満足度が 

高い。また、同様に 1年次に行う放課後の“ゼミ”活動も学生からの評価が高 

く、視野や見識が広がったという声もあった。 

次年度も引き続き学生に講評である“ゼミ”や“特別授業”（フォーラム）授 

業を充実させ、さらなる満足度の向上を図る。また、今年度よりファッション 

館が増えたことや、ココラボ（カフェテリア）ができたことで、学ぶ環境がよ 

りよくなり、学内、各コース、学年を越えてのコミュニケーションも増えると 

共にココラボを活用した作品発表、イベントが行われるなどの充実が図られて 

いる。 

 

8)キャリア教育の観点に立ったカリキュラムについて  

キャリア授業としては、週一回のキャリアデザインで行っており１年次の 4

月～3月まで行っている。その内容は、自己理解から始まり、就職までのプ

ロセス、面接練習、履歴書の書き方の他就職後の社会人としての所作など多

岐にわたる。2 年生に関しては、各担任からの就職指導の他、キャリア専門

教師による面談を行う。3年次も同様である。 

 
④単位評価・成績評価の考え方について 

 

単位認定については、①出席、②課題、③試験により認定され、①出席は、1

年次 85%、2 年次、3 年次 85%の出席とし、②課題については提出期限厳守と

内容評価、③試験（各講義によって別）をもって単位を認定する。半期毎に

「単位判定会議」が執り行う。成績評価については、当校既定の GPA 評価に

基づき、S(Excellent）、A(Good)、B(Satisfactory)、C(Pass)、F(Fail)、

W(Withdrawal)、R(Recognition)の 7 段階評価とする。 
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⑤資格取得に向けた授業について 

 

資格を取得することは、デザインの専門分野における知識・技術を習得して い

ることの客観的証明であると同時に、目的に向って継続的に努力でき得る証 

でもある。その意味で、職業能力の一部として資格取得を位置づけ、取得可能 

な学科によっては資格取得目標を設定している。 

＜取得可能な主な資格＞  

■ファッション学科 

 

・ファッションクリエーターコース 

パターンメーキング技術検定試験、洋裁技術検定、AFT 色彩検定、ドレメ

式教員認定、ファッションビジネス能力検定、マナー・プロトコール検定 

 

・ファッションスタイリングコース 

ファッションビジネス能力検定、ファッション販売能力検定、AFT 色彩検

定、マナー・プロトコール検定 

 

■デザインビジネス学科 

 

・グラフィックデザインコース 

AFT色彩検定、Illustratorクリエイター能力認定試験、Photoshopクリエイ

ター能力認定試験、(Webクリエイター能力認定試験)、マナー・プロトコール

検定 

 

・イラストデザインコース 

AFT色彩検定、Illustratorクリエイター能力認定試験、Photoshopクリエイ

ター能力認定試験、マナー・プロトコール検定、日本ゲーム検定 

 

■長野プロデュース科 

AFT色彩検定、観光プランナー検定、Illustratorクリエイター能力検定試

験、Photoshop クリエイター能力検定試験、マナー・プロトコール検定 

  

 

 



 

15 

 

⑥特別単位について 

 

特別単位とは、ボランティア活動や自主活動のうち、校長が認める活動に対し

て与えられるものである。 

通常の単位（正規単位）の他に、｢特別課外活動単位｣（以下 特別単位）とい

う名目で単位取得をすることができる。 

 

 

 

 

○目  的 

 

1.『自主性と主体性』 

 

社会問題や課題の解決に対して、単に学校や行政、他者に求めるだけではな

く、自分自身が自発的・主体的にその問題を解決する能力を養うこと。 

 

2.『社会性と連帯性』 

 

課外活動を通して協調性やコミュニケーション能力を向上させ，人間形成を行

う力を養うこと。 

 

3.『地域・社会貢献を行う』 

 

無収入・無給性により、精神的な報酬の意味を理解すること＝仕事の本来の意

味＝社会貢献・奉仕することの意味を理解すること。 

 

⑦業界との協力体制  

 

以下の業界団体とデザインにおける連携協定を結んでおり、産官学の連携に協力

を頂いている。 

・長野県・長野市・長野県商工会議所連合会/長野県商工会連合会 

・長野県長寿社会開発センター・長野県デザイン振興協会 
 

 

⑧企業・団体等連携授業について 

本校における大きな特徴としては、すべての学科すべての学年で、地域社会 や

企業、団体と連動した授業が展開されている点である。 

過去 13年に渡り、長野県、長野市をはじめ、多くの企業・団体と地域連携を図

り、デザイン提案、商品化に向けた取り組みを行ってきている。現在は年間 20

件以上のプロジェクトが進行しデザインや企画を提案する学生たちにとって大
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きく成長する機会ともなっている。 

 

⑨業界、企業・団体等からの授業に対する評価 

 

産官学連携プロジェクトを通じて企業・行政・団体から一定の高い評価を受け

ている。評価ポイントとしては、企画段階での商品コンセプトや消費者（クラ

イアント）目線のデザイン、またそれらを提案する（プレゼンテーション）こ

とが特に評価が高く継続して依頼をうけるプロジェクトも多くあり、年々その

プロジェクト依頼数は拡大している。 

 

⑩制作展  

 

年に一度（2月）行われる学生制作展は、「カケアワセイズム。」をテーマに

各コースの学生達が同コース以外の学生とのコラボや企業、団体、デザイナ

ー、アーティストと「様々な分野、人、モノ、コトが掛け合されることで生ま

れるデザインの魅力」を提案した。 

なお各作品に関しては、企業、行政並びに卒業生、一般の審査員による審査を

行った。（来場者 延べ 1,500名） 

 
⑪実践的な職業教育について（インターンシップ） 

 

現場教育の一つとして、地元企業でのインターシップ及び会社見学を行ってい

る。基本的には、1年次では、会社見学＆訪問が中心で、2 年次の終わりからイ

ンターンシップ（3年生進級者対象）を行う。インターシップに関しては、 

2 年次早々からという声もあるが、企業からの要望で、技術力がある方が対象

となるため現時点では、上記の時期となる。 
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評価基準 3 教育活動 

 
①学科編成における全学科を通しての共通な特徴  ②各学科の概要 ③カリキュラム 

④単位認定・成績評価の考え方 ⑤資格取得に向けた授業 ⑥業界との協力体制  

⑦企業・団体等連携授業 ⑧業界からの授業成果に関する協力 

⑨修了制作展作品の展示 ⑩実践的な職業教育（インターンシップ） 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

４・・・適切  ３・・・ほぼ適切  

２・・・やや不適切  １・・・不適切 

1 教育理念等に沿っ た教育課程の編成・実施方針等が策定

されているか 

 

4  3  2  1 

2 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の

修業年限に対応した教育到達レ ベルや学習時間の確保は

明確にされているか 

  

4  3  2  1 

3 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4  3  2  1 

4 キャリア教育・実践的な 職業教育の視点に立ったカリキ

ュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか 

 

4  3  2  1 

5 関連分野の企業・ 関係施設等や業界団体等との連携によ

り、カリキュラムの作成・見直し等が行われているか 

 

4  3  2  1 

6 関連分野における実践的な 職業教育（産学連携によ

る 、インターンシップ実技・実習等が体系的に位置づけ

られているか 

 

4  3  2  1 

7 授業評価の実施・ 評価体制はあるか 4  3  2  1 

8 職業教育に対する 外部関係者からの評価を取り入れているか 4  3  2  1 

 9 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確にな

っているか  

4  3  2  1 

10 資格取得に関する 指導体制、カリキュラムの中で体系的

な位置づけはあるか 

4  3  2  1 

11 人材育成の目標を達成に向け授業を行うことができる要

件を備えた教員を確保しているか 

 4  3  2  1 

12 関連分野における 業界等との連携において優れた教員

（本務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが行わ

れているか 

 

4  3  2  1 

13 関連分野における先端的な 知識・ 技能等を 習得するた

めの研修や教員の指導育成など資質向上のための取組が

行われているか 

 

4  3  2  1 

14 職員の能力開発のための研修等が行われているか 4  3  2  1 

今後の改善方策 

・各業界向けの教員のための外部研修 

・各専門分野に対応する実務経験者を前提とした教員確保に向け早期からのリクルーティングを継続

して実施していただきたい 

・各コースの特色のある授業を行っているので、他の教員の授業を見学するような研修を行い、資質

向上を図る 

課題 

・さらなる授業の資質向上 

・担当教師に何かあった場合のバックアップ体制を強化する必要がある 
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評価基準 4 学修成果 

 

➀就職指導の全体方針について 

1年次より専任のキャリアサポート担当者が週一回の講義を通して、職業意識

の向上を図り、担任と連携し定期的な面談を行うことで、就職までのプロセ

スを構築していく。自分たちが希望する分野への企業調査なども同時に行

い、1年次より就職を意識した講義を行う。2年次の 3月就職活動解禁となる

ため、その前までに上記の内容を終了し、本格的な就職活動をスタートさせ

る。（3年次も同様） 

また、2年次の講義では、就職活動時に持参するポートフォリオの作成や作成

方法、実際の面接でのプレゼンテーション方法の講義も行う。 

 
②就職目標設定と令和五年度報告 

卒業生の最終就職率（就職者/ 求職者）は毎年 100％の就職率を目標として設

定する。 

令和 6年度の卒業生の就職率は 93％ 
※令和 7年度の卒業生の就職率は 2026年 3月末に決定 

                 

 
③就職に対する本校の特徴 

 79年の伝統の中、数千人の卒業生が県内外で活躍している。その多くは県

内のデザイン関連分野へ就職している。 

 また、近年では、デザイン＝クリエイティブと捉え、ファッションやグラフ

ィック関連に限らず、一般企業において、企画・営業・販促分野への就職も

目立ってきている。また、地域と連携することで、地元への愛着がわいてき

ていることも、県内就職者増加への影響と見て捉えられる。 

 

④就職指導体制 就職指導に関して 

 
1)自己理解・就職理由 (１年次) 

面談を繰り返すことで、自己理解を深め、自分にあった仕事、やりがいのあ

る仕事を見つける。また、就職するということの本質的な理由をしっかりと

熟考させ、早期離職などを防止する。 

 

2)業界知識・就職プロセス(１年次) 
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長野県内、外にある一般的な企業の特徴、仕事内容を把握し、就職をイメー

ジしやすくする。また、内定を取るためのプロセスを順序だてて説明し、就

職時期の認識を強める。 

 

3)技術指導/面接、履歴書、ポートフォリオ(1年次～3年次) 

面接方法、履歴書の書き方、作品集（ポートフォリオ）の作成方法を講義す

る。他者と差がつく方法を学び、確実に就職するためのノウハウを学ぶ 

 

4)就職個人面談（相談編）(1年次～3年次) 

 上記以外での細かな質問に対する対応。担任もしくは、就職専任者と定期

的、または、希望時に行う。 

           

5) 企業人事担当者フォーラム(1年次～3年次) 

 各コースに照らし合わせた企業の人事担当者に、「企業で求められる人

材」、「必要な技術・知識」、「人間力等」などについて講演していただ

く。また、活躍している OB,OGなども招いて就職方法や、現状の話を身近

な視点でして行う。 

 

6) 就職ガイダンス(2年次～3年次) 

合同ガイダンスへの参加。県内外問わず、希望の企業がある場合には積極的

に参加する。 

 
7)インターンシップ (3年次) 

2年次夏期から 3年次の春期にかけて行う。目的は、就業体験だが、適職が見

つかることにより早期離職がなくなりやすくなることや、企業とのマッチング

効果（履歴書ではわからない人間性を知ってもらえる機会）が期待できる。 
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評価基準 4 学修成果 

 

① 就職指導の全体方針 

② 就職目標設定と令和元年度報告 

③ 就職に対する本校の特徴 

④ 就職指導体制 

評価項目  

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

在校生は、面接時に必要な自己アピール力を整えているか 

 

4  3   2  1 

 

2 

 

就職プログラム（ 企業訪問・ 求人票送付・模擬面接・卒業生

を囲む会等）は適切にスケジュールされているか 

 

4  3  2  1 

 

3 

 

就職率の向上が図られているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

 

資格取得率の向上が図られているか 

 

4  3  2  1 

 

5 

 

退学率の低減が図られているか 

  

4  3  2  1 

 

6 

 

卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか 

 

4  3  2  1 

 

7 

 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善

に活用されているか 

 

4  3  2  1 

今後の改善方策 

・卒業生情報の収集と訪問 

・面接時を含むプレゼンテーション能力の向上を個人差なく向上できるよう強化 

 

 

 

 

課題 

・卒業生の状況把握が限られている 

・プレゼンテーションが苦手な学生の自己アピール力の向上 
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評価基準 5 学生支援 

 
1 学生支援体制 

 

1)各科ごとに担任制（副担任制）を設けており、担任教師により、定期的な生活

指導や個人面談（就職支援）を行っている。また、外部からカウンセラーなど

精神的フォロー体制を持ち様々なことを相談しやすい環境づくりに努めてい

る。 

 
2)就職支援について 

キャリアサポート専任担当者と担任とが相互に連動し、1 年次の始めより就職

活動の方法を一から学ぶと共に、面談を通じて各自の適性をアドバイスする。

就職までの一連のプロセス、就職後の社会人生活のノウハウを、段階的に学べ

る環境を整えている。 また、企業の人事担当者、卒業生、ハローワークの学

生支援室、民間の就職支援企業の方などを招いての就職講話などを行ってい

る。その他、期末ごとの 2者面談や、3者面談（1年次終了時）を行い、個別

の相談（学校での悩み、就職での悩みなど）を行っている。また、面接前の模

擬練習や、ポートフォリオの作成アドバイスも講義内外で行っている。 

 

3)奨学金及び学費について  

経済的支援の必要性は年々増している。本校では、様々な奨学金及び国の教

育ローン、民間の教育ローンなど広くインフォメーションしている。また、

学校独自での奨学金制度を設け学生たちの学びの支援を行っている。※1※2 

 
奨学金等取り扱い一覧  

日本学生支援機構奨学金制度（高等教育の修学支援新制度 認定校） 

国の教育ローン/民間の教育ローン 

※1特待生奨学金制度（創立者「岡久子」特待生奨学金制度） 

※2卒業生支援金制度 

 

4)健康支援  

学生の健康支援については、毎年（4月）健康診断及び結核検診を実施してい

る。インフルエンザや特定伝染病等については、県の私学課からの指示に伴

い、情報提供のほか、学校保健安全法を遵守し、１週間の出校停止、完治する

までは自宅待機としている。また、健康へのサポート並びに、社会人になるま

での知識をつけることを目的に「食育(オカメシ)」を 2019 年からスタート。学

生達の身体づくりのためのケアと教育を行うことも大切にしている。 
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評価基準 5 学生支援 

 
① 学生支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切   1・・・不適切 

 

1 

 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

 

4  3  2  1 

 

2 

 

学生相談に関する支援体制は整備されているか 

 

 

 

4  3  2  1 

 

3 

 

学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

 

学生の健康管理を行う体制は整備されているか 

 

4  3  2  1 

 

5 

 

学生の生活支援に対する支援体制は行われているか 

 

4  3  2  1 

 

6 

 

保護者と適切に連動しているか 

 

4  3  2  1 

 

7 

 

卒業生への支援体制はあるか 

 

4  3  2  1 

今後の改善方策 

・キャリア授業においてより実務的内容の強化 

・保健室の更なる確保が必要 

・教師の担当者一覧が学生にもわかるようにし、学生が誰に相談すればよいかを明確にし相談しやすい環

境を作る 

課題 

・学生が相談しやすい環境をさらに強化、工夫する 
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評価基準６ 教育環境 
 

本校は長野市の中心市街地に位置し、（長野駅から徒歩 15 分）企業や商店、商

店街との連携が図りやすい。また、長野県庁から 400mに位置し、地域における

情報が常に行き来している環境であるため、「地域に愛され、地域に必要とされ

る学校」として確立されている。 

 

①施設•設備状況について 

本校の教育上必要な施設•設備については、年度ごとに優先順位を検討し環境 の

整備をしている。次年度会計の予算に応じた設備投資予算を執行し、可能な 限

り施設・設備の維持向上を図っている。また、2025年 4月に、“ファッション

館”と“カフェテリア”が新たに 2棟新設され、今まで以上に学びやすい環

境、居心地の良い空間を学生たちに提供。カフェテリアに関しては、「ココラ

ボ」という名称がつけられ、学生と企業、行政の方々が「そこからコラボ（交

流）」が生まれるような活動がスタートしている。（例：信濃毎日新聞社と連

携し長野市長選に向け、選挙期間中に市街地の現状や課題について話し合い、

若者たちが考える 10年後の長野市の将来像などを発信） 

 
②防災•災害に対する対応について 

防災計画については、毎年 4月に全学年において防災訓練を実施している。 

※セコム（セキュリティー会社）による防犯並びに防災対策 

 

③保険への加入について 

学生・生徒災害傷害保険、インターンシップ活動賠償責任保険、専修学校各種

学校賠償責任保険に加入、また、学びの環境を担保すべく民間の保険に加入

し、万が一災害にあった場合でも授業を一早く復帰できるような保障や学生た

ちの通学路を含む事故や怪我のための対策を行っている。 
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評価基準 6 教育環境 

①施設・設備状況 

②防災・災害に対する対応 

③保険への加入 

 
 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切   

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

施設• 設備は、教育上の必要性に十分対応出来るよう

に整備されているか 

 

4   3    2   1 

 

2 

 

学内外の実習施設、インターンシップ について十分な

教育体制を 整備しているか 

 

4   3   2   1 

 

3 

 

防災に対する体制は整備されているか 

 

4   3   2   1 

今後の改善方策 

・インターンシップに関しては、大学生の情報を鑑み今後の対応を検討する 

・ココラボを活用したイベントや企画を増やす 

・オンラインにょる自宅学習の可能性を確認する（学生側のインフラ、環境を含めて） 

課題 

・クラスを越えて交流できる施設（ココラボ）の活用 
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評価基準７ 学生の受け入れ募集 

①募集の動き 

1)学校説明会  

各高等学校やガイダンス会場にて行われる説明会に積極的に参加している。

基本的には、分野の説明及びその分野での仕事内容が中心となる。本校の募

集広報という意味も当然あるが、まずは高校生にとって職業理解を深めても

らうことが前提である。 

 

2)高等学校 進路指導部訪問  

訪問の目的は、学校を周知すると共に、在校生の現状や就職状況などの情報を

高校側に届けると共に、現在の高校生の興味や悩み、考えなど、時代とともに

変化する生徒たちの実態を知ることが重要。その上で、職業理解を深めるため

の、出張講義なども定期的に行い、分野への興味や内容を知ってもらう機会と

している。また、生徒向けパンフレットの設置や推薦書類の説明、願書受付報

告等の機会もある。 

 
②広報媒体  

産学官連携やコンテスト入賞を通してのパブリシティー（新聞•TV•雑誌）に取

り上げられる ケースが年間 20件以上あり、開かれた学園として本校の取り組

みが広く地域に知られ、信頼を得ている。その他の本校独自の広報媒体は下記

の通り。 

・パンフレット・WEB・携帯サイト・各種イベント DMなど 

 
① 募集体制  

原則として広報部を中心としながら、専任教員は募集→教育（クラス運営）→

就職という学生指導に関する全ての指導を行う。募集のみ担当するわけではな

いので、生徒各個人の成長や就職の状況も把握しており、 高校の先生や、生

徒に対し全体的な学校情報が伝えられる体制を整えている。 

 
④学費について 

エネルギーコストの上昇や物価上昇を考慮して、令和 8 年度入学生より一部施

設維持費に関して学費を上げている。 

また、3 年次進級希望者を対象に当校独自の奨学金制度として、特待生奨学金

制度（創立者「岡久子」特待生奨学金）を導入している。 
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評価基準７ 学生の受け入れ募集 

 
①募集の動き 

②広報媒体  

③募集体制 

④学費

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

学生募集活動は適正に行われているか 

 

4  3  2  1 

 

2 

生徒募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか  

4  3  2  1 

 

3 

 

学納金は妥当なものとなっているか 

  

4  3  2  1 

 

4 

 

体験入学会のメニューは本校の内容と合っているか 

 

4  3  2  1 

 

5 

 

高等学校への直接訪問を行っているか 

 

4  3  2  1 

今後の改善方策 

・引き続き産学官連携や CSR 活動の推進 

・オープンキャンパスメニューの見直し 

・高校進路との連携と更なる強化 

・学生企画室と一緒に高校生の知りたい情報を考え、学生自身の声を伝える。また、産官学連携とフォ

ーラムのまとめを作り、数の多さ、質のよさを伝える 

・中学生、高校生低学年を対象としたイベント等学校紹介を拡大していく。 

課題 

・オープンキャンパスメニューが高校生に響いていないことがあった 

・産官学やフォーラムの特色、学生の声を伝える。 



 

二七 

 

評価基準 8 財務 

 

現在の財務状況は健全である。今後も安定した学校運営ができる募集人数の

確保と、業務の効率化を図り、財務基盤の充実を図りたい。 

 

評価基準 8  財務 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切   

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

中長期的に学校の財政基盤は安定しているといえるか 

 

4  3  2  1 

 

2 

 

予算•収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 

 

4  3  2  1 

 

3 

 

財務について会計監査が適切に行われているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

 

財務情報公開の体制整備は出来ているか 

 

4  3  2  1 

今後の改善方策 

課題 

・募集人数を安定的に確保する 



 

二八 

 

評価基準９ 法令等の遵守 

 

教育基本法に基づいた学則によって運営され、専門学校設置基準等あるいは

該当する各法令に従い、種々の申請•届出• 報告など諸手続をすみやかに実

施している。 

 

① 個人情報保護について  

個人情報に関する書類に関しては、室内からの持ち出しを禁止し、（パソコ

ンを含む）セキュリティーに関しても外部アドバイザーに委託し、チェック

に努め外部に情報が漏れないように対策している。 

 

② 学校自己点検•自己評価について 

専任教員が自分以外の講義と連動し、改善点を話し合うことで、授業自体の

質の向上を図っている。また、期末ごとに学生アンケートを行い、授業に対

する、要望や意見を取り入れより時代を意識し進化させることで、満足度の

高い授業を提供する努力を続けている。 

 

③学生作品と著作権の問題  

学生の作品は、基本的に学生の著作物として扱われるが、商品化等、公で販

売がされる場合には、著作権は一旦学校側に委属される。その場合、学生と

学校側において、著作権に伴う契約を交わすものとする。 

 

 

 

 

 

 



 

二九 

 

評価基準 9 法令等の遵守 

 

①個人情報の保護 

②学校自己点検・自己評価 

③学生作品と著作権の問題 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

 

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされてい

る 

か 

 

4  3  2  1 

 

2 

 

個人情報に関して、その保護のための対策がとられているか 

 

4  3  2  1 

 

3 

 

自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

 

自己評価の結果を公開しているか 

 

4  3   2  1 

今後の改善方策 

・個人情報保護マニュアル作成 

・紙での個人情報の出力を減らす 

課題 

・個人情報保護のための対策基準を明確にする 

・個人情報保護のさらなる強化 



 

三〇 

 

評価基準 10 社会貢献•地域貢献 

 

① 産・官・学のコラボレーション  

本校における大きな特徴としては、「地域に愛され、地域に必要とされる」

の目標があるように、地元の行政、企業と連携して地域の活性化、商品提案

などを行い続けている。（2013年～）これらを通して、実施のクライアント

に提案する中でのプレゼンテーション能力や、企画力、実践力を養うことが

できる。またその中には、実際に商品化され、販売されているものもあり、

在学中に自分の考えたデザインが世の中に発信されるという喜びと感動を

味わうことが出来る。 

過去 3年間における企業・団体等連携課題の取り組みを以下に列挙します。 

 

② 企業・団体等連携課題の一覧（2023”〜2025”） 

過去 3 年間の産学官連携プロジェクト近年の実績     

 

 

■ファッション系連携 

 

2023 

・衣料再生プロジェクト（既製服、懸垂幕のアップサイクル）（ながの東急百貨店） 

・ながの東急百貨店hug-ecoプロジェクト（ながの東急百貨店） 

2024 

・衣料再生プロジェクト（既製服、懸垂幕のアップサイクル） 

（ながの東急/フレックスジャパン） 

・水望メグ 3 次元化プロジェクト 

（長野県企業局） 

・ナナちゃんを活用した果樹産地長野市の PR プロジェクト 

（長野市農林部農業政策課） 

2025 

・ながの東急百貨店ディスプレイ（ながの東急百貨店） 

 

■デザインビジネス/長野プロデュース系連携 

 



 

三一 

 

2023 

・多文化共生推進月間ポスターデザイン（長野県県民文化部文化対策課多文化共生・パスポート室） 

・岡谷酸素様オカフェス用スタンプラリーデザイン（岡谷酸素株式会社） 

・獅子舞フェスティバル 手ぬぐいデザイン（長野市文化スポーツ振興部文化芸術） 

・南石堂町商店街「蟻の市」スタッフ T シャツ（南石堂町商店街振興組） 

・南石堂町商店街ロゴマーク（南石堂町商店街振興組合） 

・南石堂町商店街店舗 PR ポスター（南石堂町商店街振興組合） 

・長野自動車学校 カープリントデザイン（長野自動車学校） 

・伝統芸能こどもフェスティバル関連グッズ（長野市文化スポーツ振興部） 

・「Biotope」の誌面企画（Biotope 編集部） 

・末広町まるごとおトク商品券 PR ポスター（協同組合ナガノ駅前センター） 

・善光寺イルミネーション関連商品デザイン（長野市観光振興課インバウンド・国際室） 

・まるごと長野市～農産物 PR イベントトートバック（長野市農林部農業政策課） 

・sasaland ロゴマークデザイン（長野市教育委員会） 

 

2024 

・表参道イルミネーション 2023 クラフトビールパッケージデザイン 

（長野市商工観光部インバウンド国際室） 

・善光寺表参道イルミネーション 2023 ロゴマーク 

（長野市商工観光部インバウンド国際室） 

・第 8 回ながの獅子舞フェスティバル 手ぬぐいデザイン 

（長野市文化スポーツ振興部文化芸術課伝統芸能推進室） 

・クリアウォーター市姉妹協定６５周年ロゴマーク 

（長野市商工観光部インバウンド国際室） 

・クリアウォーター市姉妹協定ボトルデザイン 

（長野市商工観光部インバウンド国際室） 

・長野県 多文化共生推進月間 ポスターデザイン 

（長野県 県民文化部 文化対策課多文化共生・パスポート室） 

・ナナちゃんを活用した果樹産地長野市の PR プロジェクト 

（長野市農林部農業政策課） 

・第 6 回伝統芸能こどもフェスティバル関連グッズ 

（長野市文化スポーツ振興部 文化芸術課） 

・末広町まるごとおトク商品券 PR ポスター 

（協同組合ナガノ駅前センター） 

・長野市観光コンベンションビューロートートバッグ 

（（公財）ながの観光コンベンションビューローコンベンション部 ） 



 

三二 

 

・善光寺表参道イルミネーション 2024 ベアフィナンシェパッケージデザイン 

（長野市商工観光部インバウンド国際室） 

・第 118 回長野えびす講煙火大会ポスターデザイン 

（長野商工会議所） 

・南石堂町商店街 「今を残す」記念映像 

（南石堂町商店街振興組合） 

・長野市民平和の日のつどい ディスプレイデザイン 

（長野市総務部総務課） 

・痴漢防止アクリルキーホルダー 

（長野県警） 

 

2025 

・長野県フリースクール 認証マーク（長野県県民文化部 こども若者局 次世代サポート

課 ） 

・長野県国際交流課紙袋（長野県企画振興部国際交流課） 

・タブレット菓子、キャンディーのブランディング（アトリオン製菓） 

・スタリオンズロゴマークデザイン（スタリオンズ） 

・長野市オンデマンドバス 車体デザイン（長野市） 

・長野自動車学校クリアファイルデザイン（長野自動車学校） 

・パティスリー27 デザイン BOX（パティスリー27） 

・長野県インターネット適正利用チラシ（長野県民文化部こども若者局 次世代サポート課） 

・みすずコーポレーション つり革デザイン（みすずコーポレーション） 

・長野県信用保証協会 ガイドブック等表紙イラスト（前期）（長野県信用保証協

会） 

・MIDORI の中央エスカレーターラッピングデザイン（MIDORI 長野） 

・第 9 回獅子舞フェスティバル手ぬぐいデザイン 

（長野市文化スポーツ振興部文化芸術課伝統芸能推進室） 

・お菓子で世界にスマイルプロジェクト：アトリオン製菓 

・万博 AR フォトフレーム 長野市川中島合戦 

（長野市農林部農業政策課 農業戦略企画室） 

・AC パルセイロ 来場者プレゼントデザイン：AC パルセイロ 

・末広町プレミアム商品券 PR ポスター（協同組合ナガノ駅前センター） 

・長野県 多文化共生推進月間 ポスターデザイン 

（長野県 県民文化部 文化対策課多文化共生・パスポート室） 

・長野市 YouTubeチャンネル：タイトルデザイン（長野市 都市ブランド推進室） 

・さかえ小中学校校章デザイン：栄村教育委員会 



 

三三 

 

・第 7 回伝統芸能こどもフェスティバル関連グッズ 

（長野市文化スポーツ振興部 文化芸術課） 

・長野県信用保証協会 ガイドブック等表紙イラスト（後期）（長野県信用保証協

会） 

・長野県信用保証協会 クリアファイルデザイン（長野県信用保証協会） 

・長野市観光コンベンションビューロートートバッグ 

（（公財）ながの観光コンベンションビューローコンベンション部）  

・北関東信越ブロック大会 表紙冊子デザイン 

（（一社）長野県専修学校各種学校連合会） 

・長野市保健所／ペットの防災ポスター（長野市保健所） 

・長野市民平和の日のつどい ディスプレイデザイン 

（長野市総務部総務課） 

・エプロン販売 チラシデザイン（長野刑務所 企画部門） 

・長野えびす講 煙火大会 公式ポスター制作（長野商工会議所） 

・しあわせバイ信州 学生アイデアソン（信州ハム共同提案） 

（株式会社ながのアドビューロー） 

・みすず corp 長野駅前デジタルサイネージ（みすず豆腐） 

・ロン・都ショッピングバッグデザイン 

（マツオインターナショナル株式会社ロン都事業部） 

・長野駅前イルミネーション・のぼり旗（善光寺表参道イルミネーション実行委員

会） 

・長野西高等学校 トートバッグデザイン（長野県長野西高等学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

三四 

 

評価基準 10  社会貢献・  地域貢献 

 

①企業・団体等連携の成果 

②企業・団体等連携の一覧 

 

 

評価項目 

 

学校自己評価 

4・・・適切  3・・・ほぼ適切  

2・・・やや不適切  1・・・不適切 

 

1 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行

っているか 

 

4  3   2  1 

 

2 

学生の自由参加による社会貢献度の高い地域連携ボランテ

ィアを奨励、支援している 

 

4  3  2  1 

 

3 

取り上げる「 テーマ」は教育効果や地域への貢献度等の

基本的要件を 満たしているか 

 

4  3  2  1 

 

4 

企業・団体等連携授業において、良い評価をいただいてい

るか 

 

4  3  2  1 

今後の改善方策 

・ファッション科、イラストデザインコースのボランティア活動を増やす 

課題 

・コースによってボランティア参加数にばらつきがある。 


